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～都市のコモンズの再構築～ 「公共空間」から「自分たちの大切なもの」へ
平成29年度「公共建築の日」及び「公共建築月間」のイベント報告 ①

▲ 講演会の様子 ▲ 白川営繕部長の挨拶

【講演会】

今年は「都市のコモンズの再構築」をメインテーマに、コモン
ズ（共有空間）の在るべきすがた、自分たちの大切なものへ
となるような人と空間との関係について講演をしていただき
ました。
●日時：平成２９年１１月１４日（火）１３：３０～１６：３０
場所：大阪府立労働センター ６階大会議室

●講演 「居方からみる場所／当事者がつくる場所」
講師：近畿大学 鈴木毅 教授

●講演 「土木的であること／私的であること」
講師：岩瀬諒子設計事務所 岩瀬諒子 代表

●入場者：９０名
民間企業等：４３名 官公庁：３９名 その他：８名

▲ 講師：岩瀬 代表 ▲ 講師：鈴木 教授

・講演の内容

鈴木毅教授からは、共有空間における人の居る場面（居方）
についての考察を始め、海外の居方の事例や、当事者によ
る「場の再構築」、都市と人との関係について、判りやすく説
明していただきました。

岩瀬諒子代表からは、大阪府のデザインコンペで最優秀賞を
受賞した「立売堀の木津川遊歩空間整備」における、水と街・
地域と人・人と人との対話空間、不自由・不便だけど豊かな
空間、建築的思考からの川沿い遊歩空間について、実体験
を説明していただきました。

アンケートでは、約９０％の方に「参考になる」と回答していただき、
「言葉では言いにくいけど「公共空間」についてとっても共感がもてる内容であった。」
「多数の事例によっての説明はわかりやすかった。」
「実施の体験談を交えた話がおもしろかった。」
「きめ細やかな設計。周辺や使う人のことを考えられていて感銘を受けました。」等のご意見をいただきました。

・参加者の声



営繕部 調整課 X

▲ パネル展示の様子 ▲ パネル展示の様子

【パネル展示】

講演会に合わせて、第２６回「あすなろ夢建築」大阪府公共
建築設計コンクール入賞作品を展示しました。

このコンクールは、小規模な公共建築物を題材とし、実践
教育の場を提供することにより、将来の建築技術者の育成
を図るとともに、永く府民に愛され親しまれる公共建築づく
りの推進を目的としています。グランプリ作品は実際に建設
されます。

さ か い 利 晶 の 杜 施 設 見 学 会 の 様 子

～都市のコモンズの再構築～ 「公共空間」から「自分たちの大切なもの」へ
平成29年度「公共建築の日」及び「公共建築月間」のイベント報告 ②

「公共建築の日（１１月１１日）」及び「公共建築月間（１１月）」に合わせて、（一社）公共建築協会近畿地区事務局の主催、近畿地方協力支援
会議（近畿地方整備局、府・県・政令市で構成）の後援で、１１月１４日及び２８日にイベントを行いました。

●日時：平成２９年１１月２８日（火）１４：００～１６：００
●施設：さかい利晶の杜

堺市の情報発信と堺生まれの偉人、千利休、
与謝野晶子をテーマとした文化観光拠点

【施設見学会】

●参加者：５４名
民間企業等：２５名
官 公 庁：２５名
そ の 他： ４名

▲ ▲ ▲
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